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測定器（Continuous Glucose Monitoring System：CGMS）を用いて CGMSのセンサー
を皮下の腹部脂肪組織に挿入することで皮下の間質の糖度を 5分毎に記録した．CGMSの
モニターをしている間は指先での自己血糖測定を 1 日に 4 回以上施行して，皮下の間質の
糖度を補正することで血糖値を間接的に連続的に記録した．これにより血糖変動の代表的
指標であるmean amplitude of glycemic excursions（MAGE）をもとめた．MAGEは記録
された連続した 24 時間において，各血糖変動の頂点から底までの差が平均血糖の 1SD を
超えるものに限って平均した値である．このMAGEの値により患者を2群にわけた．MAGE
の最高 3分位を group High（H）と定義して，その他を group Low（L）と定義した．ま






左室リモデリングは 18例（26%）で認められた．心臓MRIで測定した梗塞サイズは group 
Hと group Lで差は認められなかった（P=0.518）が，左室リモデリングは group Hで group 
Lよりも有意に高率で認められた（56% vs. 11%, P<0.001）．多変量解析では group Hは慢
性期における左室リモデリングの独立予測因子であった（オッズ比 13.999; 95%信頼区間
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